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１．はじめに 

 
表原稿を認識する場合には、次のことに気をつけてください。 
・罫線と文字が近すぎないか 
 →「接触罫線除去機能」によってある程度の認識は可能ですが 

認識結果に影響を与えます。 
・部分的なセル結合・分割など、複雑な表でないか 
→文字の認識に影響を与えることがあり、また表の再現が難しくなります。 

・網掛けが入っていないか 
 →「ノイズ除去」では除去しきれずに、誤認識の原因となります。また、網掛けと 
一緒に文字まで除去されてしまう場合もあります。 

   
 

 

  e.Typist v.9.0では、取り込んだ表のセル幅や高さをそのまま全く同じ形で再現する事は
できません。“ひな形ができる”程度にお考えください。 

 

 

 

 

 

 

履歴書、申請書、納品書等に文字を入力し、印刷する事が目的であれば 

「ピタッとフォーム」や「やさしく PDFへ文字入力」がぴったりです！ 

 

「ピタッとフォーム」や「やさしく PDFへ文字入力」であれば、スキャナか

ら取り込んだ書類に文字を入力してそのまま印刷することが可能です。 

  

弊社ホームページに３０日間お

試し頂ける体験版をご用意して

おります。 

是非、ご利用ください。 

http://mediadrive.jp 

 

http://mediadrive.jp
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２．e.Typistの起動 

 

「スタート」ボタンから「（すべての）プログラム」→「e.Typist v.9.0」→「e.Typist v.9.0」
を選択します。 

 

 
上記はWindows XPの画面になります。 

 

e.Typist v.9.0を起動すると下記の「やさしくナビ」が表示される場合、右下の「閉じる」
をクリックし閉じてください。 
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３．スキャナの設定 

 

「ツール(T)」メニューから「スキャナ設定(S)」を選択します。 

 

  

※ チェックの付けられるスキャナについては弊社ホームページ e.Typist v.9.0のペー
ジより「専用スキャンユーティリティ 5対応スキャナ」にてご確認頂けます。また、
動作確認済みのスキャナも同ページにてご確認頂けます。 

対応スキャナページ：http://pac.mediadrive.jp/support/et/et90w_scanner.html 
 

「スキャナメーカーの Twain インターフェースを使用しない」にチェックを付けると、
スキャナから画像を読み取る際には下記の専用パネルが表示されます。 

 

「スキャナドライバの選択」ダイアログが表

示されますので、お使いのスキャナドライバ

を選択し、クリックしてください。 

※ 選択画面に表示する名称はお使いの環境

によって変わります。 

 

お使いのスキャナによってはチェックが付

けられないものがあります。 

※ チェックが入らない場合には 

スキャナメーカーの取り込みパネルをお

使い頂きます。 

http://pac.mediadrive.jp/support/et/et90w_scanner.html
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「スキャナメーカーの Twainインターフェースを使用しない」にチェックが入らない 

場合は、以下のようにスキャナメーカーの取り込みパネルが表示されます。 

 

 

 

拡張モード(V)のボタンを押すと、さらに細かく設定が行えます。 

Canon社製複合機の場合 

EPSON社製スキャナの場合 

モードによって設定できる項目が 

変わります。 
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４．原稿の取り込み 
 
 ４－１．スキャナから 

スキャナボタン をクリックすると、スキャナの取り込み画面が表示されます。 

  （弊社専用パネル以外の操作方法については各スキャナメーカーの操作説明書をご参照くだ

さい） 

   

   ●スキャンタイプは原稿にあわせて選んでください。 
   ●解像度は通常「400」または「300」に設定しておき、認識制度が悪い場合、原稿の

文字が小さい場合は「600」で読み込んでください。 

 

※ 新聞や雑誌などをスキャンする際は、裏写りに注意して濃度を調整してください。 

専用パネルの場合には、濃度を「ユーザー設定」に変更することで濃度調整のスライ

ドバーを使った調整が可能となります。 

※ カラースキャンを行うとファイルサイズが大きくなり、表示に時間がかかることがあ

ります。 

 

  取り込み画面を閉じると、e.Typist上に読み込んだ画像が表示されます。 
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 ４－２．ファイルから 

  メニューバーの「ファイル」から「画像ファイルを開く」で開きたいファイルを指定し

ます。 

  e.Typistで開くことの出来る画像は下記の通りです。 

  BMP・TIFF（非圧縮/Huffman/Packbits/G3/G4各圧縮形式のシングル・マルチページ）・
JPEG・PNG・PDF 

 
     原稿の向きは正しいですか？ 

※原稿の向きが正しくないと、認識の結果も正しく表示されません。 

     横向きの原稿を取り込んだ時には、画像の回転が必要です。 

     回転ボタン を使って正しい向きにしてください。 

 

     下図のような場合には右 90度を選択すると正しい向きになります。 

 

 

     原稿の状態は良好ですか？ 

     ※取り込んだ文字がはっきりと読める状態でないと、正しく認識できません。 

      下図のような場合には、濃度を調整しながら再度スキャンし直してください。 

 

      濃度が薄い        濃度が濃い      下地の色が濃い 

     

 

     カラーやグレースケールでスキャンする場合 

     ※裏写り、下地・文字の色が文字認識に影響を与える場合があります。 

      また、モノクロと比べファイルサイズが大きくなり表示にも時間がかかります。 

 

        裏写り          下地と文字の色が近い 
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５．画像の修正 

 
  取り込んだ画像にゴミのようなものが入っている場合や、白抜きの文字を認識させたい

場合は 

画像修正を行います。 

 

  範囲設定をクリックし「画像修正」を選択します。 

 

  画像ウインドウのツールバーのボタンが下記のように変わります。 

     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

●画像の修正が終わったら「画像修正」を「範囲設定」に戻してください。 

★原稿のゴミを消す 

ノイズ除去 ボタンを押すと、下記のように項目が表示されます。

  

 

  ※原稿の状態によっては文字まで除去されてしまう場合がありますのでご注意 

ください。 

 

★白黒を反転する 

  下図のような白抜き文字の状態では認識ができません。 

   この部分を「範囲設定」ツールで囲みます。 

   この状態で「白黒反転」ボタン をクリックします。 

   このようになりました。これで認識が可能になります。 

   ※モノクロでスキャンした時のみ使用できます。 

 

ノイズを除去するレベルを選択してください。 
 

ノイズ除去でもきれいにならない場合には、消しゴム

ボタンを使ってゴミを消してください。 
※ノイズ除去機能はモノクロでスキャンした時のみ使用でき

ます。カラー、グレースケールでスキャンしたときは、 

消しゴムボタンでの削除となります。 
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６．認識の設定 

 

  レイアウト枠を作る前に設定を行うと、全ての範囲が同じ条件で設定されます。 

  レイアウト枠を作った後に設定を行うと、それぞれの枠に対して設定をすることができ

ます。 

 

画面右上の属性ツールバー で各設定を行います。 

 

 

☆ 日本語以外の文書を認識する 

e.Typist v.9.0では、日本語・英語の他にドイツ語、フランス語など計 13カ国語に対
応しています。認識させたい原稿にあわせて「認識言語」を設定してください。 

 

ボタンをクリックすると、下図のように表示されますので「英語」を選択します。 

 

 「英語」をクリックすると (日の丸)となっていたボタンが (星条旗)に変わります。 
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７．認識範囲の設定 

  表原稿の場合、表の種類によってはレイアウト解析が正確にできない事があります。 

  通常、縦・横が罫線できちんと区切られている表の場合は自動で設定することができま

すが、縦・横が罫線で区切られていない表や罫線が欠けている表、自動でレイアウト枠

が正しく設定できないものは手動でレイアウト枠の設定を行ってください。 

     
7-1．自動で設定 

    レイアウトボタン で認識する範囲に枠を作成します。 

 
 

7-2．手動で設定 

 
 

  ☆レイアウト枠の表示 

   レイアウト枠を作成すると、下図のような表示がつきます。この表示によって、そ

れぞれの枠がどのように設定されているのか確認することが出来ます。 

 

この表示を確認し、間違って設定されている枠があれば設定を変更してください。 

   なお、認識領域番号表示ボタン で表示させる・させないの変更が可能です。 

※一般的な表原稿の場合、段組の指定は「横多段 」としてください。

左図のようにレイアウト枠が作成されます。 

枠の左上に表示される数字は認識を行う順番・設定です。 

枠の色によって、領域が種別されます。 

・緑枠－文章領域 

・青枠－表領域 

・赤枠－図領域 

枠の順番、領域の種別が間違っている場合には、 

各々の枠をクリックし、枠ごとに変更することができます。 

認識したい表部分をマウスでドラッグして囲みます。 

囲った範囲にレイアウト解析が行われます。 
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８．認識 

  認識ボタン を押すと認識が始まります。 

  認識が終わると、取り込んだ原稿イメージと認識結果の二つに画面が左右に分かれます。 

 

 
   認識結果の「TEXT」ウインドウに罫線を含むイメージが表示されます。 

ここでは文字の修正を行うことは出来ますが、罫線、列幅、行幅の修正を行うことは

出来ません。 

認識結果 取り込んだ原稿 
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９．データ転送 

文字の修正が終わったらデータ転送ツールバーから EXCEL を選択します。 

  下図のように、認識結果が Excelに貼り付けられます。 

 
   

 

表の形はある程度再現しますが、元の原稿と全く同じにはなりません。 

文字数によってセルが大きく広がってしまいます。 

罫線や位置の修正は Excelに貼り付け後、改めて行ってください。 

   

  データ転送は、環境設定の設定に従い転送されます。 

    罫線を再現したくない場合、数値を文字列ではなく数値として貼り付けたい場合

など、転送前に各項目の設定を変更しておきましょう。 

    ※「ツール」→「環境設定」を開き「データ転送」で設定が可能です。 

 

注意 
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罫線が入っていないので 

「表領域」として判断されて

いません。 

作業例１．罫線のない表の認識 

  罫線の入っている表の認識はできましたが、今度は罫線の入っていない表で認識作業を

行ってみましょう。        

 

※上図のように「文章領域」として細かく分割されてレイアウト枠が作成された場合に

は、間違って作成されたレイアウト枠を一つずつ修正するのは手間が掛かりますので、

作成された枠を一旦全て削除して作り直しましょう。レイアウト枠を全て削除するに

は「レイアウト取消」 ボタンを使用します。 

表原稿の場合、罫線が入ってい

る部分は自動的に「表領域」と

して判断されますが、罫線の入

っていない表の場合には右図を

みて分かる様に「表領域」とし

て判断ができず「文章領域」と

判断されてしまいます。  

ここでは例として右図のような

表を使って認識を行ってみま

す。 
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  原稿によっては自動的にデータ区切り線が入らないものもあります。 

  そのような場合には、セパレータ挿入 ツールを使って、データ区切り位置に線を引い

てください。 

 

セパレータの挿入が終わりましたら範囲設定ボタン をクリックし認識します。 

 
 

左のように上２つの枠を作成後、次の

ように設定を行います。 

画面右上に表示されている属性ツー

ルバーを下図のように設定します。 

 

 

この状態で、表の部分を範囲設定して

ください。 

表の部分を範囲指定すると、自動的に

レイアウト解析が行われ、左図のよう

に表領域として設定できました。 

 

 

認識結果を見ると、データ区切り線の引か

れた位置に左図のような薄い線が入りま

す。 

 

 



 - 15 - 

Excelに転送を行うと、次のようになります。 

 
 
Wordに転送を行うと、次のようになります。 
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作業例２．少し複雑な表の認識 

  簡単な表原稿の認識は出来ましたが、次は少し複雑な原稿で認識作業を行ってみましょ

う。         

          

 

  このような原稿の場合、レイアウト枠は大きな一つの表として判断されます。 

  そのまま認識を行ってもよいのですが、手動で枠を分割して設定した方がデータ転送の

結果はよくなります。 

 

 

ここでは例として右図のような原稿

で作業を行ってみましょう。 

この表の場合、真ん中部分が他と比べて非常

にシンプルになっていますので、左図のよう

に上段と中段、そして下段の３つの範囲に分

けて枠を設定するとよいでしょう。 

※全ての枠を「表領域」と設定してください。 
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認識結果をデータ転送で「Excel」に貼り付けると下図のようになります。 

（セルの幅、高さは変更してあります） 

 

 

ExcelではなくWordにデータ転送を行うと下図のようになります。 

 

右図の場合、加えた修正は位置と幅

の補正のみです。 

 

 

 

Excel、Word それぞれの結果から
判断して、この原稿の場合には

Word に転送を行った方が修正し
やすいと言えるでしょう。 


